


    
    


    




    向上心は大事だろお～
    今年は、激動の年でした。正月から仕事。地震で被災。身を守ったり、周囲を元気付けたり。海外の友人らへの弁解（？）。何ケ月もの熱。初めての気功体験。初めてのストレッチ専門店通い。何ケ月ものリハビリ。先行投資で金はバンバン出て行くし、、、。親しい友人らが失業したり、亡くなったり。伯父も一人亡くなった。そして、いずれの葬式も行けない忙しさ。葬式さえ来られない用事って何さ！（怒）と思われても仕方ない、、、。ちょっとした教室通い。これも半分は仕事で行けなかった、、、。そこまで行けないとはね～。しかし、出会いには今年も恵まれていました。
古い友や毎週のように会う人達と更に固く結ばれた感もあり、、、。


イジメてみやがれ！！！で重要な事は、ある登場人物が後に若くして自殺した点で、そうでなきゃこれは書こうと思ってなかったと思うのですが、私自身が自殺しないでこうして生きていられるのは、周囲の温かい人達のお陰です。
友達だったり、もうちょっと目上の方だったり、立場は違うけど仲間だったり。
人は、孤独だと死にます。誰かが自殺した時、あんな明るい人だったのに！等と言ってる人は、自分がその人を追い詰めた一人だと気付いていないのです。
意識してなくても、罪は罪です。反省しましょう。
悪気はなかったと安易に言うのはよしましょう。
イジメは、イジメ。
続・イジメてみやがれ！！！には既に、私が１５歳にして死のうと思った日のページがあります。
人生の意味が分かっていないと、結構すぐに死んでしまいたくなりますよね。
で、今の私は、哲学者以上に人間が生まれて来た意味が分かっているので（長い道のりでした）、自分の場合は、自殺しないで寿命を全うすればよしと低い目標にしてありますから、きっと長生きするでしょう。
人に依存してない分、自分の面倒は自分で看るしかないので、風邪さえひかないようにしてますし。
事故はしょうがないと達観してますし。
死生観自体、しっかりしてますしね。恐くないです。
で、こんなにもがんばるのは、死ぬ時に笑っていたいからです。後悔はひとつもしたくない。これ以上。
視野を広く、精神世界を深く。そうすれば、苦しいですが楽しいです。見た事が無い景色を、まだまだ見たい。
鏡に映った自分から目を背けて、○○や△やペケペケに目をやって自分を誤魔化すのは嫌だなあ～。←ここ、伏字ね！？苑田公乃を好きじゃないタイプの人が読んだら激怒するので、、、。


会った事もないけれど、私と電話で話したりメールを貰うのが宝だと言ってくれる子達がソチコチにいます。
嬉しい事です。
人望は自分が決めるものではなくて、周囲が決めるものだから。
ホメてる時はいいけど、厳しい事を言った途端そっぽ向く人もいるし、注意してます。
最初から、そういう人に時間とエネルギー割かないように（笑）。
で、特に彼らに何をしてあげてるワケでもないのですが、先日さすがに一人に「気」を送ってあげました。
その子達の会社は自社ビルを建てたので、意気があがり、人として成長しようというムードになったそうです。
そしたら、アットホームな感じが良かったのにって人達が、長い人も新人も何人も辞めたのだそうで、残った子達が落ち込んでいたのです。
この事件の捉え方をメールに書いて、気を送るから読んだら東京を向いて、ああしてこうしてって指示しておきました。
数人でやったと聞いて、可愛くて笑いました。だって、いたいけな女の子達（メンズはいなかったと思う）が、私の気を受け取るべく、一所懸命こっち向いて目を閉じて今後のイメージを描いていたのですから。
一人じゃなかったと知って、慌てて更に沢山送っておきました。


そんな風に、私は誰かの役に立ち、私も支えて貰って生きています。同じ人同士で支え合う必要はなくて、誰かに親身になっていれば、別の人が捨ててはおきません。
先日も、友達が死んでしまったのなんか話してないのに、大先生から作品が送られて来てビックリしました。
以前、個展で、買えないからくれと言って断られたのですが（笑）、どういう風の吹き回しでしょうか。
多分ですが、先生の作品への感想が毎回イケテるせいと、私が危なっかしいせいで手を差し伸べずにはいられない、、、の両方かと思います。


メソメソな、人見知りだった女の子が、よくぞここまで来たなあと思います。
が、まだ勝負はついちゃいません。
前のめりに生きてやります。
が、貧乏で奴隷だったヤツが、真実と自由を渇望するとブラックの元詩人が言っていたので、ややショックです（笑）。
皆さんも、結果が出ないとやる気がそがれるのはよく分かります。
が、出来る事からやってみましょう。
賭けなきゃ当たらん。
私は今は腹筋です（笑）。
筋肉痛がする程やってたら、腹が若返って来ました（笑）。


どうぞ、良いお正月をお迎え下さい。
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